
【資料８】ソーシャルスキルトレーニング(p.74参照）
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＊高等部段階においてはトップダウン型教育の発想を
大切にした指導が求められます。

ボトムアップ型教育 トップダウン型教育

◆買い物 ◆買い物
・１円が10個で10円，10円が ・お金の計算ができなくても，
10個で100円という具合に指 500円玉１個持っていけば，
導し，数が数えられるように ハンバーガーは買える
なったら買い物ができる ◆就労

◆就労 ・その人に合う仕事を考える
・手先が器用でなければ仕事が できない部分に関して，どの
できない ような代償手段を考えれば仕

・挨拶ができなければダメ 事ができるようになるかを考
・数が数えられなければ就労で え，指導を行う
きない ・ことばで挨拶できなければ，

◆抽象的，観念的，応用がきか 他の方法を考える
ない ◆具体的，実際的，応用がきく

【参考：「LD（学習障害）の人の就労ハンドブック」梅永雄二 著】

１ 実際の社会生活で通用する力を付けることが大切

■ボトムアップ（底上げ型）教育とトップダウン型

（目的指向）型教育

２ 卒業後の生活を意識した指導・支援 ～ 地域や関係機関との連携 ～

■生涯にわたって発達を支援する視点

３ より良い人間関係をつくることを教える

■ソーシャルスキルトレーニング

学校生活は，生涯の生活の中の一つに過ぎません。
卒業時の進路先もその生徒のライフステージの一つに
過ぎないのです。障害者自立支援法の施行等により，
障害のある人の自己選択・自己決定や主体性がより強
く求められています。卒業後にも，生徒が自分の力で
より良い方向に歩み続けていくことができるように，
地域での支援体制を整えたり，生徒自身の力を高める
ことが大切です。

ソーシャルスキルトレーニングとは，社会的場面で
の適切なふるまい方を体験し、自分に合った方法を見
つけ出す指導方法です。ねらいに合ったゲームやグル
ープ活動などを通して，その時どのようにすればいい
のかを考え、経験して身に付けていきます。

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料
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４ 高等部段階での「働くこと」の指導のポイント

(1)現場実習や実際的な経験をできるだけ多く積む

(2)「作業学習」の質を高める

①労働性の高い作業学習

。

②目標のある作業学習

③自分の力でできる作業学習

④見通しのもてる作業学習

(3)「実習」と「作業学習」との関連性を明確に

３ 高等部におけるキャリア発達支援のポイント

実践例紹介 ⑤

【資料９】実習の評価と巡回指導のポイント(p.75参照)

多くの学校では農作業を作業種目
に取り入れています。農作業には，
多くの要素の作業が入っているた
め，一人一人の実態に合わせた作業
に取り組みやすい利点があります。

カードを印刷し，製品を10枚ず
つに並べる作業をしている生徒。手
順や補助具を工夫することで，作業
量を自分で確認させたり，見通しを
もちやすくすることができます。

作業日誌を書いている生徒。書く
こと自体が目的ではありません。今
日の作業を振り返ったり，次の目標
を確認できるような日誌になるよう
支援することが大切です。

窯業の作業学習の製品。完成度の
高い製品であれば，高い値段でも買
ってもらえます。利益を出すことが
目的ではありませんが，生徒の頑張
りが正当に評価されるような売れる
製品を開発することが必要です。

高等部の作業学習では，販売活動
も大切にする必要があります。販売
によって，自分の製品が売れる喜び
や，他の人と接するためのマナーも
学ぶことができます。

校内実習中に昇降口に設置された
タイムカード。実習中は毎日自分で
押して管理します。タイムカードは
勤務状態を記録する大切なもので
す。確実に操作できるようにします。

実習の報告会で，自分が行った事
業所等の様子や作業について報告し
ています。身近な友だちや先輩の仕
事の様子を聞くことは，進路先を決
める大切な情報の一つです。

一般就労を目指して
会社で実習を行う生徒
を対象にした事前学習
の資料。働くために必
要な項目を並べ，作業
学習や前回までの実習
で課題とされたことを，
数値化し，グラフで表
しています。
自分ががんばらなけ

ればならない課題は何
かを知ることで，今回
の実習の目標を自分な
りに考えられるよう支
援しています。
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１ 自閉症の児童生徒に対するポイント

■構造化とはできる環境を整えること (1) 環境を整えることが支援のはじまり

(2) 自閉症の児童生徒は「働く力」をもっている

(3) 「働く力」を高めるには本人の特性を生かすことと

周囲（環境）との調整を図ることがポイント

【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

状況を理解しやすい，あるいは見通しの立ちやすい安心で
きる環境を作ることを「構造化」と呼びます。自閉症のあ
る子には，自分で判断して行動できる手がかりを示したり，
余分な刺激を取り除いたりする構造化は不可欠な支援です。

＜構造化を行うと……＞
「構造化」された環境 …… 理解しやすい。混乱や不安

を感じない。パニックをおこさない

「受容性コミュニケーション」の力が高まる …… 教
師の指示や課題を受け入れることができる

「自分で」「自分から」活動できる …… 自立性の獲得

求められていることが理解できるので「選択」「正しい応答」
ができる

楽しい，できた，わかったという成功体験 …… 自尊心
や自信が育つ

＜構造化の例＞
①物理的構造化：どこでするのか（場所の意味）をわかりや

すくする
②スケジュールの構造化：いつ何をする，がんばったら何が

ある（活動や行動の時間・流れ）をわかりやすく示す
③作業の構造化（ワークシステム）：何を（どの課題），どれ

だけの量，終わりは，終わったら何があるかをわか
りやすく示す

④視覚的構造化：何を，どのようにするかを見てわかるよう
にする

⑤ルーティン化：（いつも）～したら，つぎに～する，習慣
化した流れをくる

■「ジョブコーチ」と「ジョブマッチング」

ジョブマッチングは，ジョブコーチの基本的な考え
の一つです。ジョブマッチングには以下のような視点
があります。

①職場全体とのマッチング
②仕事とのマッチング
③人的環境とのマッチング
④労働条件とのマッチング など

仕事とのマッチングに関しては，既存の仕事に自閉
症の人をあてはめようとするだけでは，適切なマッチ
ングは困難です。一人一人の特性に合わせて，苦手な
仕事の一部分を担当の仕事から外す，得意な小さな仕
事を集めて担当の仕事を構成する，一つの仕事を複数
の人と担当する，今まで行われなかった仕事を見つけ
て新たに仕事を作り出す等の工夫が必要です。

自閉症の人にとっては幅広い内容で状況判断しなが
らの仕事よりも，一つの作業を繰り返して行う仕事の
方が適していることが多いです。全ての業務ができな
ければ就職できないと考えず，できることを生かして
就職に結び付くように支援することが大切なのです。
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２ 医療的ケアの必要な児童生徒に対するポイント

■医療的ケアとは (1) 今のその状態がその子にとっての健康な姿

(2) 医療的ケアの必要な子どもたちのキャリア発達とは

■学校スタッフにより医療的ケアが行われること

の意義や必要性

(3) キャリア発達支援のポイント

＜指導・支援のポイント＞

《留意点》

＜キャリア発達支援のポイント＞

【資料10】インリアルアプローチの紹介(p.76参照)

経管栄養・吸引などの日常生活に必要な医療的な生活
援助行為を，治療行為としての医療行為とは区別して「医
療的ケア」と表現しています。

医療行為 生活援助
（医行為） 行為

経管栄養
吸引 など

＜医療的ケア＞

＜医療的ケアの意義＞

教育的意義

医療的意義 福祉的意義

○教育的意義

・教育条件の改善

「訪問」から「通学へ」，授業の継続性

家族の都合や体調不良による欠席の減少

・より本質的な教育定義

教育内容の深まり

教員と生徒の関係性の深まり

・教育的効果

子どもの精神的成長が見られ母子分離ができた

様々な活動に参加できることで表情が豊かになった

発達に応じた自立心が芽生えてきた

○医療的意義

・学校でも必要に応じて実施されることにより，誤嚥や

脱水を防いだり，呼吸困難の防止や軽減が可能になり，

健康・生命が維持できる

・学校スタッフが医療的ケアに関わることをとおして，

適切な医療的配慮と対応が向上した。

→ 児童生徒の急変や死亡が減少した報告もある

○福祉的意義

・母親の負担の軽減

・兄弟姉妹を含めた，家族のQOLも守られる

【参考：「医療的ケア研修テキスト」松石豊治郎ら編より】

４ 各障害の特性に応じたキャリア発達支援のポイント

実践例紹介 ⑥

医療的
生活援助
行為

目の動き（視線）で意思を伝える
生徒。2枚の絵カードを提示して，
どちらのカードを見ているかや表情
で意思を確認することで，生徒の意
思を表現する力を育てます。

ラジカセにつないだ補助スイッチ
を操作して，朝の会の進行をする生
徒。わずかな腕の力でスイッチが入
るよう工夫されています。生徒ので
きる活動を大切にした支援です。
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【実践・資料編】第４部 キャリア教育実践資料

３ 発達障害の児童生徒に対するポイント

■発達障害とは (1) 発達障害の児童生徒の増加

(2) 各学部段階での支援のポイント

■小・中学校における早期発見，早期対応を支援する
＜小学部＞

＜中学部＞

■二次的な障害の予防と改善が大切

＜高等部＞

■発達障害者支援法

発達障害とは，LD（学習障害），ADHD（注意欠陥多
動性障害），高機能自閉症（アスペルガー症候群を含む）
などの，その症状が発達期に現れ，その原因が何らか
の脳機能の障害であることが推察される障害を呼びま
す。

発達障害の子ども達は，苦手なことは，普通の教え方や
接し方では身に付けることができないため，その子に合っ
た，その子にわかるような方法で支援することが大切です。
発達障害の子ども達に対して「いつかできるようになる」

「もう少し様子を見よう」などと，問題を後回しにするこ
とは，二次的な障害を引き起こしたり，学習面での遅れを
招くことになります。
小学校に入る前，または小１の早い段階（夏休み頃）か

ら適切な対応を取ることで，二次的な障害の防いだり，学
力の低下を防ぐことができると言われています。インクル
ーシブな教育の観点からも，子ども達は地域の学校で共に
学び共に育つことが求められます。発達障害の児童生徒の
早期発見と適切な対応を支援し，地域の学校で学べるよう
にすることが，特別支援学校の大切な役割なのです。

頑張っても，効果が出ない，認めてもらえない環境に
長く置かれていると，子ども達は自己肯定感を味わうこと
ができず，次のような二次的な障害が見られるようになり
ます。

＜二次的な障害の例＞
反抗，挑発，他傷，自傷，不登校，ひきこもり，拒食，
過食，異食，強迫行為，非行，不安，抑うつ，対人恐怖，
自殺念慮，被害妄想，不定愁訴，腹痛，頭痛，食欲不振，
嘔吐，チック，肥満 など

特別支援学校に入学してくる発達障害の児童生徒の多く

がこのような二次的な障害をもっています。一次的な障害

（発達障害）への対応の前に，二次的な障害を改善するこ

とが必要な場合も多くあります。二次的な障害の原因は，

適切な環境やかかわり方をされなかったことですから，適

切な環境と支援を行うことで，児童生徒の自己肯定感を徐

々に高め，二次的な障害を改善することが可能です。

発達障害の児童生徒にとって，最も大切な支援は二次的

な障害を引き起こさないこととも言えます。

発達障害者支援法が平成17年4月から施行されたこと
で，発達障害の児童生徒に対する適切な支援を行うことが
定められました。これにより，地域で一貫した支援が行わ
れるように，各都道府県等において発達障害児支援連携協
議会や発達障害者支援センターが設置され，連携した支援
が行われるよう進められています。
＜発達障害者支援センターの仕事＞
○ 相談支援 … 電話，または来談での相談業務
○ 発達支援 … 言語，心理の専門家からのアドバイス
○ 普及・啓発 … 発達障害に関する研修会等
○ 就労支援 … 就労に関する相談や紹介 など



- 66 -

４ 各障害の特性に応じたキャリア発達支援のポイント

■就労支援サービスと手帳の取得 (3) 各障害の特性に応じた支援のポイント

＜高機能自閉症，ＡＤＨＤへの支援＞

■本人の障害受容や自己理解を進める

＜ＬＤ(学習障害）への支援＞

「障害者の雇用の促進等に関する法律（障害者雇用促
進法）」が18年4月に改正されたことで，療育手帳等をも
っていない発達障害者も，ジョブコーチ支援やトライアル
雇用事業を受けられるようになりました。
しかし，現時点では療育手帳を持たない発達障害者は，

障害者雇用率制度の対象になっておらず，事業主に雇用義
務はありません。また，療育手帳を持っていないことで，
障害基礎年金を受給することができず，経済的な基盤の弱
い発達障害者も多くいます。
療育手帳等の障害手帳の事業は，都道府県で行われてい

ます。そのため各自治体ごとに手帳交付については手続き
や基準が若干異なります。発達障害者の中には，精神障害
者手帳を取得している方もいますし，療育手帳も成人にな
ってからでも取得が可能です。
手帳の取得は，本人の自由ではあるのですが，手帳制度

自体を知らなかったり，申請をあきらめていたりすること
も多いので，手帳を得ることで受けられる就労支援サービ
スや福祉的なサービスの情報を本人や保護者に伝えること
も将来の生活に向けた大切な支援の一つです。

発達障害のある人自身が，自分の経験を振り返って
手記をまとめたり，障害の特性をポジティブにとらえ
て，前向きに生きていくための視点を示した本がいく
つか出版されています。学校の図書室や学級に置いた
り，本人が周囲の友だちとのかかわりに悩んでいると
きなどに紹介してみてはいかがでしょうか。

＜参考になる図書（例）＞
・「あなたがあなたであるために ～自分らしく生きるためのア

スペルガー症候群ガイド～」吉田友子著 中央法規
・「どうして私片付けられないの？ ～毎日が気持ちいいADHDハ

ッピーマニュアル～」櫻井公子著 大和出版
・「怠けてなんかない！ ディスレクシア～読む・書く・記憶する
のが困難なＬＤの子どもたち～」品川裕香著 岩崎書店

・「健康ライブラリー イラスト版」講談社 ＊シリーズ物です
各障害ごとにその分野の第一人者の方が，特性や支援のポイン
トだけでなく就学，就労と幅広い内容を図を多く用いてわかり
やすく解説しています。

手帳未取得者
療育手帳取得者

（概ねIQ70以下）

精神障害
手帳取得者

雇用義務の対象となるほか，
全ての障害者雇用促進施策
の対象

雇用義務の
対象外だが，
実雇用率算
定対象。雇
用促進施策
対象

障害者雇用
率制度の対
象外

手帳の有無にかかわら
ず「職業リハビリテー
ションの措置」の対象

＜社会参加と自立を促すために＞

○ 自分のことは自分で確実にできる
基本的生活習慣を確立する

○ 周囲の人を不快にさせないマナーや
常識を身に付ける

○ 周囲の人と協力したり，責任を
果たすことを大切にする




